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第 2070 回例会　2020.11.12　曇　司会　鯨井会員

　ロータリーソング　「我等の生業」

◎本日の出席状況

　出席：27 名（25 名）中　17 名　68.00％

　欠席：伊東・平山・藤代・長野・大原・三須・斉藤（英）・輪湖（相澤・柴田）各会員

遠田会長

　皆様こんにちは。銀杏の黄葉が青空に眩しい候となりました。立冬を過ぎいよいよ冬へまっしぐらの感が

します。さて相も変わらずコロナ禍です。国内感染が３ヶ月ぶりに 1500 人を越え、過去最多の 1605 人（８

月７日）に迫るニュースが報じられ「11 月以降に増加傾向が強まっている」との見解。一部の地域では感

染拡大のスピードが増していると助言機関は感染対策の更なる強化を訴えてたとあります。暖房しながら十

分な換気をと。今年の冬は隙間風の独壇場。寒い冬になりそうですね？（矛盾）

　昨日の新聞のコラムから。11 月 22 日が「いい夫婦の日」であることはよく知られている。そもそも 11

月は「いい」と読めるため、企業や団体の発案した記念日がひしめく。さる８日は歯科系の記念日が競合し

た。「いい歯並びの日」（日本歯科矯正学会）、「いい歯の日」（日本歯科医師会）。きょうの 10 日も「いい頭

皮の日」や「いいトイレの日」でにぎわった。その中から当欄では時節柄、ある製薬会社が“制定”した「い

い手の日」を取りあげる。この場合 10 をテンと英語読みする。大気が冷たく乾燥する季節の入り口で、手

肌をハンドクリームで守ろうと呼びかける日だという。北海道や東京で感染者数がじわじわと膨らんできた。

怖いウィルスを暮らしから遠ざけるのに手洗いは欠かせない。かといって、やり過ぎると皮脂が落ちて肌荒

れの原因になるといわれる。ふだんの年以上に、保湿剤との付き合いの深まる冬になるのかもしれない。ち

なみに今日 11 日も集中日である。煙突の日、麺の日、もやしの日、箸の日…と、1111 の視覚的な面白さを

ヒントにした記念日が競う。どれも「いい」。以上昨日の読売新聞より。ゴロ合せで３月３日は「ミミの日」

８月７日は「ハナの日」10 月 10 日は「目の日」など、皆さんは他にどんな記念日をご存知でしょうか？

中村幹事

１．2020 年９月にロータリー財団に寄付申請致しました方に財団より認証状及びバッチが届いております。

ご寄付頂きました皆様ありがとうございました

　　・大家浩明会員：1000＄寄付により財団マルチプル・ポールハリスフェロー３回目

　　・鈴木恭浩会員：1000＄寄付により財団マルチプル・ポールハリスフェロー５回目

　　・中村和一会員：1000＄寄付により財団ポールハリスフェロー

　　・長野春信会員：1000＄寄付により財団ポールハリスフェロー

　　・草野宏隆会員：1000＄寄付により財団ベネファクターの認証状とピンが贈られました。

　　◎尚、同日に 1000＄寄付された、

　　　相澤友夫会員はメジャードナー（14 回寄付）と

　　　山口習明会員はメジャードナー（13 回寄付）、

　　　大原俊弘会員はメジャードナー（11 回寄付）

　　　のため認証状などの表彰はありません。

会 長 挨 拶

幹 事 報 告



２．新年家族会の申し込みのお願い

　　日　　時：2021 年１月 21 日（木）　受付：17：30　点鐘：18：00　終了：20：40

　　場　　所：ホテル・ニューオータニ幕張　１Ｆ「シェルルーム」

　　登 録 料：会員：10,000 円　有料家族：5,000 円　小学生以下：無料

　　締め切り：12 月 17 日（木）

３．地区財団委員会より 11 月までの財団寄付報告が来ております。

　　・会員数：27 名　（地区内 48 位です）

　　　●年次寄付（個人平均）：   １位：  306＄

　　　●年次寄付金：　　　　　５位：8270＄

　　　●ポリオプラス寄付：　　７位：1000＄

　　　●恒久寄付：　　　　　　３位：1000＄

　　　以上合計 10,270＄　地区内５位

　　　皆様のご協力に感謝申し上げます。

４．地区「第１回ブラッシュアップセミナーのお知らせ」

　　本年度 RLI 開催に向けてスキルアップの一助として行います。

　　先日の RLI パート１～Ⅲ、DL 養成コース出席の有無にかかわらづ多数の出席をお願いします。

　　日　　時：2020 年 11 月 15 日（日）13：15 ～

　　開催場所：千葉文化会館

５．2021　TAIPEI　国際ロータリー年次大会について案内

　　日　時：2021 年６月 12（土）～ 16 日（水）

　　場　所：台湾：台北南港展覧館

　　※詳細は回覧致しますのでご覧ください。

「回覧物」　・ひがふなフェスタ　通信

◎各委員会報告

　財団寄付表彰

　次週のボジョレーヌーボー販売会について

　親睦委員会



　　　　本日の卓話

「財団月間に因んで」　・クラブ奉仕活動の歴史

 ロータリー財団委員長　山崎会員

私がロータリー活動を続けているゆえんとして、このような奉仕活動が行えるからです。

創立 1977 年～ 2020 年度までの・主な社会奉仕活動

・1978 ～ 79 年度： 新京成北習志野駅周辺に屑籠 20 個設置　恩寵園の子供たち慰問（竹馬作り、運動会）

 41 名

・1979 ～ 80 年度： 日本赤十字の献血活動を北習志野商店街で行う・恩寵園慰問（餅つき）　44 名

・1980 ～ 81 年度： 特別老人ホーム豊寿園に芝刈り機を贈る・恩寵園慰問（クリスマス）　53 名

 ・船橋市へチャリティー金 40 万円寄付・530 運動ホケット灰皿配布

 ・日本赤十字献血活動

・1981 ～ 82 年度： 豊寿園慰問（落語）・船橋東警察署にビデオ付きテレビ寄贈　　53 名

・1982 ～ 83 年度：  船橋少年少女オーケストラ豪州派遣支援金贈る・日本赤十字献血活動　52 名

・1983 ～ 84 年度： 老人ホーム三山園を慰問（演芸）・社会福祉センターに絵画を寄贈　55 名

　　　　　　　　 ・日本赤十字献血活動

・1984 ～ 85 年度： 恩寵園園児をプールに招待　・日本赤十字献血活動　54 名

・1985 ～ 86 年度： 身体障害者トンボの家へテレビ寄贈・530 運動としてポケット灰皿配布　48 名

　　　　　　　　 ・日本赤十字献血活動　・船橋市緑の基金寄付

・1986 ～ 87 年度： 10 周年記念事業として、老人ホーム三山園に「東屋」寄贈　・三山園の職員表彰　42 名

 ・船橋市緑の基金へ寄付・古切手の収集を市民に呼びかける・日本赤十字献血活動

・1987 ～ 88 年度： 日本赤十字献血活動・NHK 募金・船橋南 RAC 助成　41 名

・1988 ～ 89 年度： 春・秋の交通キャンペーン協賛（老人に蛍光杖を贈呈）・日本赤十字献血活動　47 名

 ・社会福祉協議会にチャリティー金贈呈　・船橋市緑の基金寄付

・1989 ～ 90 年度： 春・秋の献血活動行う・恩寵園にチャリティー金贈る・秋の防犯キャンペーン協賛

 44 名

 ・マザースホーム園児を動物公園見学・ワンパク王国に小鳥の巣箱を寄贈

 ・船橋市緑の基金寄付・国際交流協会寄付・地区 WCS 寄付

・1990 ～ 91 年度： 秋の交通キャンペーン協賛（老人にペンライトを贈る）　41 名

 ・日本赤十字献血活動春・秋協賛・恩寵園にカラクリ時計贈る

 ・「船橋をきれいにする日」参加

・1991 ～ 92 年度： マザースホーム園児と動物公園見学・春の交通キャンペーン協賛　41 名

 ・日本赤十字献血活動　社会福祉協議会・船橋市緑の基金・国際交流基金寄付

・1992 ～ 93 年度： 秋・春の交通キャンペーン協賛（蛍光タスキ寄贈）・マザースホーム園児と動物公園見学

 ・日本赤十字献血活動・「船橋をきれいにする日」参加・社会福祉協議会・国際交流協会

　43 名

 ・船橋市緑の基金へ寄付：50,000 円

 ・地区 WCS 寄付・カンボジア川口学校に寄付：50,000 円



・1993 ～ 94 年度： 秋・春の交通キャンペーン協賛（蛍光タスキ贈る）

　　　　　　　　　・マザースホーム園児と動物公園見学・老人ホーム豊寿園にレーザーカラオケセット

  寄贈

　　　　　　　　　・「船橋をきれいにする日」参加　　42 名

　　　　　　　　　・インド水害：43,000 円・メキシコ地震：44,000 円・インド地震：15,000 円

　　　　　　　　　・ロス地震：50,000 円・北海道地震義援金：100,000 円を贈る

・1994 ～ 95 年度： 秋・春の交通キャンペーンに蛍光タスキ贈る・身体障碍者自立センターに寄付　45 名

　　　　　　　　　・恩寵園園児慰問（クリスマス鮨パーティー）・老人ホーム豊寿園にカラオケソフト寄贈

　　　　　　　　　・阪神大震災チャリティバザー協賛　・社会福祉協議会・国際交流協会・緑の基金へ寄付

　　　　　　　　　・地区 WCS 寄付　・阪神大震災義援金寄付・ソマリア義援金・日本赤十字献血活動

・1995 ～ 96 年度： ・カンボジア川口小学校に義援金　・恩寵園慰問（クリスマス）・マザースホーム慰問

 　48 名

　　　　　　　　　・秋・春の交通キャンペーン協賛　・長野オリンピック寄付・地区 WCS 寄付

　　　　　　　　　・社会福祉協議会・国際交流協会・緑の基金へ寄付・日本赤十字献血活動

・1996 ～ 97 年度： 秋の交通キャンペーン協賛　・マザースホームへ電子ピアノ寄贈　・恩寵園へメガホン

寄贈

　　　　　　　　　・地区 WCS 寄付・カンボジア川口小学校へ義援金：50,000 円・日本赤十字献血活動　

　45 名

　　　　　　　　　・長野オリンピック寄付・ヘイワード姉妹都市 10 周年記念寄付金額：300,000 円

・1997 ～ 98 年度： マザースホーム慰問・恩寵園慰問（クリスマス）　39 名

　　　　　　　　　・カンボジア川口小学校へ義援金：116,000 円

　　　　　　　　　・地区 WCS 寄付・社会福祉協議会・国際交流協会へ寄付・市立船橋高校スポーツ基金

　  寄付

　　　　　　　　　・日本赤十字献血活動

・1998 ～ 99 年度： 恩寵園慰問（クリスマス）・カンボジア川口小学校へ義援金・川口和子さん表彰　45 名

　　　　　　　　　・地区 WCS 寄付・コロンビア地震義援金金額：14,100 円

　　　　　　　　　・バルカン半島地震：47,000 円

・1999 ～ 2000 年度： ・恩寵園慰問（鮨クリスマスパーティー）・日本赤十字献血活動　44 名

・2000 ～ 01 年度： ・「船橋をきれいにする日」参加・日本赤十字献血活動　42 名

・2001 ～ 02 年度： 「船橋をきれいにする日」参加・船橋市野球協会少年学童部大会に協賛　40 名

　　　　　　　　　・海老川市民祭り協賛・25 周年事業として船橋市子育てセンターに遊具を寄贈

　　　　　　　　　・日本赤十字献血活動

・2002 ～ 03 年度：マザースホームクリスマス慰問　・船橋市少年野球協会に寄付　37 名

　　　　　　　　　・第２分区７クラブで船橋駅南口に時計台贈呈（クラブ負担 480,000 円）

　　　　　　　　　・日本赤十字献血活動

・2003 ～ 04 年度： マザースホームクリスマス慰問・日本赤十字献血活動（２月・６月２回）　33 名

・2004 ～ 05 年度： マザースホームクリスマス慰問・特別ホーム南生園にテレビ寄贈　32 名

　　　　　　　　　・ロータリー 100 周年記念事業として、知的障害者を支援するコンサート

　　　　　　　　 　「アキラとその仲間＆女性管弦楽団フェニーチェと共に」開催

　　　　　　　　　　支援金 200,000 円を贈る・日本赤十字献血活動



・2005 ～ 06 年度： マザースホームクリスマス慰問・日本赤十字献血活動　　34 名

　　　　　　　　　・老人ホーム「豊寿園」の屋根の吹き替・塗装などの改修作業

・2006 ～ 07 年度： 30 周年記念事業の一環として「水保全」活動：NPO 法人トンボと市民多数により　33 名

　　　　　　　　　・海老川浄化作業及び小魚放流と水草繁茂のための活動を行う・豊寿園にクリスマス慰問

・2007 ～ 08 年度： 12 月　「エコロジーを子供たちに」事業として、金杉第小学校に風力・太陽光発電設備

 　　　33 名

 　　　（観察池循環ポンプと夜間センサー付きライトの電源）設置金額：475,000 円

 　　　内財団補助金 300,000 円

・2008 ～ 09 年度： 11 月　「エコロジーを子供たちに」事業として法典小学校にハイブリッド発電装置を

 　　　寄贈

 　　　（観察池と飼育小屋に設置　夜間センサーライト付き）

 　　　設置金額：846,000 円　31 名

 　　　グリーン電力基金 755,000 円　財団補助金 130,000 円

・2008 ～ 09 年度： 11 月　「エコロジーを子供たちに」事業　八栄小学校にハイブリッド発電装置を寄贈

 　　　31 名

 　　　（照明付き大型時計・LED 防犯灯・発電システム案内板）

 　　　設置金額：2,095,500 円　内グリーン電力基金 1,870,000 円

 　　　環境学習講演（石毛船橋市教育長出席、贈呈式を行う）

・2009 ～ 10 年度： 11 月　「エコロジーを子供たちに」事業として南本町小学校にハイブリッド発電装置を

 　　　寄贈

 　　　（屋上設置，昇降玄関に発電パネル表示器・水槽電源）　31 名

 　　　設置金額：1,960,000 円　財団補助金 150,000 円

・2009 ～ 10 年度： 12 月　「エコロジーを子供たちに」事業として金杉小学校にイブリッド発電装置を寄贈

 　　　（観察池循環ポンプと夜間センサー付きライトの電源）

 　　　設置金額：1,200,000 円　内グリーン電力基金 1,071,000 円

・2010 ～ 11 年度： 11 月　老人ホーム「豊寿園」の屋根の吹き替・塗装などの改修作業　　26 名

　　　　　　　　　　　　・DV 被害者のシェルター的役割の「千葉ベタニヤムホーム」に洗濯機・冷蔵庫・

 　　 炊飯器等寄贈　　　総額：277,985 円（地区財団補助金使用）　26 名

・2010 ～ 11 年度： 12 月　「エコロジーを子供たちに」事業として大穴小学校にハイブリッド発電装置を

 　　　寄贈

 　　　（観察池循環ポンプと夜間センサー付きライトの電源）

　　　　　　　　 　　　設置金額：1,740,000 円　内グリーン電力基金 1,552,000 円

　　　　　　　　　　　　財団補助金 130,000 円

・2010 ～ 11 年度： 12 月　「エコロジーを子供たちに」事業として三咲小学校にハイブリッド発電装置を

 　　　寄贈

 　　　（観察池循環ポンプと夜間センサー付きライトの電源）

　　　　　　　　 　　　設置金額 1,740,000 円　グリーン電力基金 1,552,000 円

・2011 ～ 12 年度： １月　「エコロジーを子供たちに」事業として船橋中学校にハイブリッド発電装置を寄贈

　　 　　　（LED 街灯の電源）　　27 名

　　 　　　設置金額 2,295,000 円　グリーン電力基金　2,000,000 円　財団補助金 250,002 円



・2011 年３月 11 日：東日本大震災発生

・2011 ～ 12 年度： ３月　東日本大震災支援にクラブより 50 万円を現地で炊き出しを行っている大原会員

　　　　　　　　　　　　に託す

 　　　別途地区に 30 万円を支援金として送る　27 名

・2011 ～ 12 年度： 震災視察として気仙沼南 RC を訪問慰問。震災見舞金 100,000 円を持参

・2011 ～ 12 年度： １月　創立 35 周年記念事業として気仙沼鹿折小学校に体育館の「演台・脇台・花台」を

 　　　贈る　総額：766,500 円　（東日本復興資金・クラブ資金）（地区財団補助金使用）

　　　　　　　 ５月　被災した南三陸町にミシン工房を寄贈

・2012 ～ 13 年度： 少年学童野球第６回船橋中学校野球教室協賛・アンデルセン公園「花と緑のフェアー」

 27 名

  ・協賛ロータリーデー

 　（たけのこ掘り例会）母子ホームなど大勢の子供・保護者など楽しむ

　　　　　　　  ・船橋親水祭り協賛

・2013 ～ 14 年度： アンデルセン公園にベンチ寄贈（第２分区事業・当クラブは 200,000 円）28 名

　　　　　　　 10 月　東日本大震災復興支援旅行を行い、気仙沼南 RC 訪問 16 名

　　　　　　　　 　　　例会で支援カンパを行い持参した、鹿折小学校に 50,000 円贈呈

・2014 ～ 15 年度： 環境学習：金杉小学校にて

  ・ふなばし三番瀬港まつり協賛・日本赤十字献血活動　28 名

　　　　　　  ・ 「第 34 回船橋をきれいにする日」参加・母子オームクリスマス会参加

　　　　　　  ・少年学童野球第８回協賛・環境学習講演　三咲小学校にて

  ・ロータリーデー：たけのこ掘り例会開催：ボーイスカウト・母子ホーム・社会福祉

　　　　　　　　　　 施設入所者と職員・会員家族が筍堀と BBQ バーベキューなどで楽しんだ（斎藤守会

　員の竹林）

・2015 ～ 16 年度：４月　 ボーイスカウト（船橋 12 団）への災害備蓄物資及びキャンプ場整備事業　31 名

　　　　　　 　　　於：BS12 団キャンプ場「フクロウの森にて」贈呈式

　　　　　 　　　（インバーダー式発電機・大型テント・チエンソー・備蓄食料・飲料水）など

　　　　　　　 　　　地区補助金：315,210 円・社会奉仕委員会費：305,582 円・ボーイスカウトより：

　　　30,000 円

　　　　　　  ・献血活動に対して長年の功績により「厚生労働大臣賞」を受賞する

　　　　　　  ・ライラ参加

　　　　　　  ・市内小中学校に寄贈した「風力・太陽光発電ハイブリット発電システム」の功績により

　　　　　　　  　松戸船橋市長より感謝状を授与

・2016 ～ 17 年度： ３月　クラブ 40 周年記念事業として「災害時施設伝達 SOS シート」を気仙沼市に寄贈、 

　　　32 名

　　　　　　　 　　　気仙沼市内小中学校８校（気仙沼南 RC と合同例会）

 　　　地区補助金：278,150 円・社会奉仕委員会費：521,850 円

　　　　　　  ・第 36 回船橋をきれいにする日」参加・第 10 回船橋中学校野球大会協賛

　　　　　　    （今年で 10 年にわたる協賛も終わる）

　　　　　　  ・熊本大地震支援のため、支援旅行を行う

　　　　　　    （ふるさと納税 50 万円の支援と（株）やつやさんより 10 万円の寄付

　　　　　　  ・献血活動の長年開催地の北習志野が住民の高齢化のため次回から会場を検討する 



・2017 年～ 18 年： ７月　船橋市文化芸術支援活動として　29 名

　　　　　　　　　・７月 15 日船橋市東部公民館講堂にて、船橋市教育委員会教育部長に楽器寄贈と記念演

　奏会を開催、ゲスト演奏者と前原小学校合奏部の子供たちの演奏に学校関係者、地域

　住民が楽しみ、ロータリー活動の PR になった

 　　寄贈品：バイオリン１台　コントラバス１台　ポスター制作など

  　総事業費：644,400 円　社会奉仕委員会予算：344,333 円　財団補助金：302,697 円

  ・第 37 回「船橋をきれいにする日」参加

  ・青い鳥ホームクリスマス会お祝い 10,000 円　会長持参

  ・ロータリーデー（たけのこ掘り例会）青い鳥ホーム・そよ風広場

 　ボーイスカウト船橋 12 団の皆様が豚汁炊き出し総勢 150 名

・2018 年～ 19 年： ９月　西日本豪雨災害義援金の支援　９月 13 日例会 16,000 円

　　　　　　　　　　　　ニコニコボックス回す　29 名

　　　　　　 ・台風のため献血が中止となる

　　　　　　 ・第 38 回「船橋をきれいにする日」参加

・2018 年～ 19 年：11 月　「船橋市植栽支援事業」：学校・公園に桜を植樹贈呈する事業

　　　　　　 　　　船橋市海松台公園に河津桜５本　二宮小学校校庭に河津桜１本を植樹 　29 名

　　　　　　　 　　　地区住民・児童・保護者に大変喜ばれた。　総事業費：648,000 円

 　　　地区補助金：299,970 円・社会奉仕委員会費：348,030 円

 １月　クラブ創立 2000 回例会（新年家族会）を記念し「ロータリー希望の風奨学金」　

　　　に 516,000 円を寄付

　　　　　　 ４月　ロータリーデー（たけのこ掘り例会）青い鳥ホーム・そよ風広場の皆さんを迎え

　　　　　　　　　　　　ボーイスカウト船橋 12 団の豚汁炊き出し会員で BBQ　など 140 名が楽しんだ

・2019 年～ 2020 年：10 月　献血活動：JR 東船橋駅南口　「ひがふなフェスタ」会場にて行われた　27 名

 　　　目標：400 Ｌ 40 名　目標にあと少し

　　　　　　  ・「おひさまバンドチャリティコンサート」MD エコネットに協賛

 　協賛金：社会奉仕委員会費 50,00 円・相澤会員カンパ 50,000 円

・2020 年～ 21 年： ５月 　「医療現場に届け～ロータリーの心」事業　　　　　27 名

　　　　　　　　　　　　・コロナウイルス感染防止のため今年度のみ申請が認められた事業として

 　　　　　　　　　　　　　マスク 15,000 枚　消毒薬５ｌ入り 10 本の申請を行い受理された

　　　　　　 　 　　　総事業費：1,100,000 円

　　　　　　　　　　　　　地区財団補助金：599,900 円　社会奉仕委員会費：500,100 円の事業

　　　　　　　　　　　　　５月 19 日に船橋市を通じ：医療センター・高齢者施設などに配布した

　　　　　　　　　　　　　マスクも消毒薬も大変不足の時、感謝され市長から感謝状を授与

　　　　　　　　　８月　国際化が進む教育現場～「言葉の壁をなくそうプロジェクト」事業

　　　　　　　　　　　　・船橋市内小中学校に AI 翻訳機 18 台を船橋市に寄贈した

　　　　　　　　　　　　　国際化の進む中外国人児童・生徒・保護者とのコミニュケーションを図り対話

　　　　　　　　　　　　　の向上を果たす一助になる

　　　　　　　　　　　　　クラブ会員の中で職業を生かし相談にのれるよう働きかける

　　　　　　　　　　　　　市長はじめ教育長の列席の元贈呈式が行われ、チバテレビの放映も行われ、

　　　　　　　　　　　　　ロータリー活動の PR にもなった

　　　　　　　　　　　　　財団補助金：300,000 円　クラブ社会奉仕委員会費 300,000 円



創立 1977 ～ 2020 年度までの・主な国際奉仕活動

・1980 年７月： ロータリー 75 周年を記念して、タイ国チェンマイ RC に補聴器を贈る 10 個　199,800 円

・2002 年４月： 船橋東ロータリークラブ創立 25 周年事業としてカンボジア・カンダール州・トーアムペー

 村

　　 船橋東小学校を建設及び医療奉仕を行い、子供たちの健康診断・歯科検診等活動を実施

　　 建築費総額：222,318＄　贈呈式含め：3,400,000 円

・2002 年７月：カンボジアでエイズ患者のサポートをしている NGO「マリノール」の飯島真理子さんを卓

話招き「マリノール支援ボックス」に 118,500 円の寄付金を贈る

・2004 年４月：カンボジア視察訪問を行う。（地区財団補助金使用）地区 DDF 400,000 円を使い、森永製菓

協力でビスケット・文具の寄贈、HIV 患者孤児の奨学金・生活支援・HIV に対して啓蒙リー

フレトを作成、NGO［マリノール］へ支援金を贈る

・2005 年３月：カンボジア小学校慰問・小児病院訪問　（地区財団補助金使用）

 国際奉仕委員会予算 500＄と会員寄付 140,000 円の事業活動

・2006 年３月：カンボジア小学校慰問・アンコール小児病院慰問（粉ミルク・抗生剤・絵本）を贈る

 会員寄付金・アクト寄付 150,000 円

・2007 年３月：カンボジア小学校へ遊具等贈る（鉄棒・滑り台・ジャングルジム等）

 アンコール小児病院へ粉ミルク・抗生剤を贈る事業活動（地区財団補助金使用）

・2007 年８月：フィリピン・ダウンタウン RC とマッチングにより「エアージャッキ・AED」を寄贈する事

業活動

・2008 年３月：ミャンマー・ヤンゴンのビュー村に清潔な飲料水確保のため井戸堀と給水ポンプ設置

 221,360 円（地区財団補助金使用）

 ダーベイン村の盲人に白い杖を贈る事業活動：119,000 円

　 盲学校に寄付：138＄　ダーベイン村に寄付：100＄国際奉仕委員会予算

・2008 年６月：ミャンマーサイクロン支援として：地区より 20,000＄預かり国際奉仕委員予算 100,000 円と

会員寄付金を持参して抗生物質・ビスケットを持参して６名の会員が参加

・2008 年10月：ミャンマーのサイクロン被害視察旅行　５名の会員参加

 学校建設はサイクロンに強いコンクリート建設にすることとなる

・2009 年５月：東京中央 RC と合同事業として、ミャンマー・バダウッミヤン僧院小学校（ダーベイン小学）

建設を行う事業活動。委員長：藤代会員（船橋東 RC）　副委員長：太田会員（東京中央 RC）

　　 船橋東 RC の学校建設基金は 1,161,194 円となる（地区財団補助金使用）

　　　　 ６月：船橋東 RC と東京中央 RC 合同で現地贈呈式を行う。会員多数参加

・2010 年３月：フィリピン・イロイロ RC とのマッチング事業として「モバイルキッチンの贈呈と医療奉仕」

事業活動（フリピン・イロイロ RC と 1,000＄のマッチングを行う）船橋東 RC の 1,4000 ド

ルは金子会長寄付、会長以下４名の会員が参加

・2010 年４月：ミャンマーにマングローブ植林事業を行う事業活動

 （自然破壊を未然に防ぎ環境保全のための防風林）地区 WCS 補助金 100,000 円・

 国際奉仕委員予算 200,000 円と昨年度事業繰越金 321＄で行う

・2011 年３月：ミャンンマー支援視察

 ２か所にマングローブ 30,250 本植樹し、ダーベイン村小学校も視察



・2014 年１月：ミャンマーダーベイン村小学校の校舎の補修・トイレの増築・貯水タンクの補修、子供たち

文具・スポーツ用品を配る事業活動、総勢 19 名が参加した。

 地区財団補助金：2,000＄・国際奉仕委員会予算：2,000＄余りで行う。

・2018 年５月：佐々木光博会員がミャンマーダーベイン村視察

 壊れた校舎の補修の希望があった、修理すると大体 1,000＄程度かかると報告があり理事会で

予算化を承認

・2018 年10月：大原国際奉仕委員長が国際奉仕予算：1,000 ＄をミャンマー、ダーベイン小学校に持参し校

舎補修の支援を行う

・2019 年５月：ミャンマー現地訪問して校舎補修の進捗状況を視察する

・2020 年２月：ミャンマーダーベイン村小学校の校舎修理及び机・椅子・文具の寄贈を行う、大原国際奉仕

委と山崎財団委員長　　地区財団補助金：192,456 円　国際奉仕委員会予算：200,000 円

 クリスマス例会チャリティ金：171,000 円

・2020 年７月：新型コロナウイルス感染防止事業として「医療現場に届けロータリーの心」として不足して

いるマスク 15,000 枚・消毒薬５ 入り 10 本を市内医療現場及び高齢者施設に寄贈した

　　 地区補助金コロナウイルス支援金 600,000 円　社会奉仕予算 500,000 円

・財団寄付表彰の中村・草野・大家・鈴木各会員の皆様おめでとうございます。これからも積立を利用して

よろしくお願い致します。 遠田　　毅

・財団月間に因んだ卓話興味深く拝聴、東クラブの奉仕活動の歴史を振り返って改めて奉仕活動のすごさを

思いださせてもらい感謝。 遠田　　毅

・山崎会員、本日はクラブ奉仕活動の歴史についての卓話ありがとうございました。クラブの歴史が少しわ

かりました。 吉岡　　剛

・山崎会員、環境関係のお仕事の難しさ、リアルに感じられました。ありがとうございます。西川さん資料

作成感謝します。 山本　宏子

・山崎さん「クラブ奉仕活動の歴史」の卓話ありがとうございました。「懐かしいな～こんなにいろいろ活動

してたんだ。そして西川さん、影の御助力ありがとうございました。 織戸　　豊

・山崎財団委員長、卓話ありがとう。私の会長年度の 2006 ～ 2007 年度「水保全」活動、35 周年気仙沼鹿折

小学校、ガバナー補佐の時の SOS シート気仙沼市へ・・思い出される。 岡田　敏男

・山崎会員、クラブ奉仕活動についての卓話、大変参考になりました。ありがとうございました。

 山口　習明

・山崎会員、クラブ奉仕活動の歴史についての卓話ありがとうございました。 中村　和一

・山崎会員の奉仕の心素晴らしいです。引き続きよろしくお願い致します。 松本　　健

・例年の「たけのこ堀」例会が出来なくなって申し訳ありません。 斎藤　　守

・山崎会員、クラブ奉仕活動の歴史、42 年前からの活動素晴らしく思います。これからもクラブ奉仕活動の

参加に努めていきたいと思います。 草野　宏隆

・佐々木さん、楽友会ゴルフ２位おめでとうございます。お陰で同わくの馬券が当たりました。藤井　仁毅

・山崎会員、卓話ありがとうございました。ロータリークラブ辞めないでください。 佐々木　隆幸



・山崎会員、クラブ奉仕活動の歴史のお話、いろいろと思い出しました。ありがとうございました。何事も

継続が大事ですよね。 水庫　直子

・西川さんへ「クラブ奉仕活動の記録」を作成いただき本日活用させていただきました。今後も見守って下

さい。 山崎　新一

次週予告　11 月 19 日（木）

　　　　　場所：クロスウェーブ船橋

　　　　　卓話：翻訳機の活用・見学会報告

　　　　　ボジョレーヌーボー販売会

今 週 の ニ コ ニ コ BOX 11 月 12 日　15,000 円 累計　389,000 円

11月19日（木）　

　　26日（木）

12月３日（木）　三つのお祝い　理事会

　　10日（木）　

　　17日（木）

　　24日（木）　年末休会（定款第７条第１節による）　

週報今週の担当　　　吉　岡

11・12 月のプログラム


